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深瀬忠一先生



• 

小川晃一先生



巻
頭
の
辞

本
特
集
号
は
、
一
九
九

O
年
(
平
成
二
年
)
三
月
=
二
日
に
停
年
退
官
さ
れ
る
深
瀬
忠
一
先
生
お
よ
び
小
川
晃
一
先
生
に
捧
げ
る
た
め
に

編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

深
瀬
忠
一
先
生
は
、
一
九
五
三
年
(
昭
和
二
八
年
)
三
月
に
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
同
年
六
月
に
北
海
道
大
学
法
経
学
部
助
手
に

就
任
さ
れ
、
同
年
八
月
の
法
経
学
部
分
離
に
よ
る
法
学
部
の
独
立
に
伴
い
法
学
部
助
手
に
配
置
換
え
と
な
り
、
一
九
五
六
年
(
昭
和
三
一
年
)

四
月
に
法
学
部
助
教
授
に
、
一
九
六
四
年
(
昭
和
三
九
年
)
二
月
に
法
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
三
四
年
に
わ
た
り
、
深
瀬

先
生
は
、
専
門
課
程
の
憲
法
、
教
養
課
程
の
日
本
国
憲
法
、
法
学
、
総
合
講
義
「
平
和
の
学
際
的
研
究
」
、
総
合
講
義
「
フ
ラ
ン
ス
」
を
担
当

さ
れ
る
と
と
も
に
、
深
い
学
識
と
学
問
に
対
す
る
真
塾
な
熱
情
を
も
っ
て
大
学
院
教
育
に
あ
た
ら
れ
、
多
く
の
優
れ
た
憲
法
研
究
者
を
育
成

さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
行
政
に
関
し
て
は
、
一
九
七
一
年
(
昭
和
四
六
年
)
に
は
学
生
部
委
員
会
の
学
寮
小
委
員
長
と
し
て
、
大
学

紛
争
直
後
の
旧
学
生
寮
に
お
け
る
大
学
当
局
と
寮
生
と
の
断
絶
状
態
を
正
常
化
す
べ
く
、
寮
生
と
の
粘
り
強
い
交
渉
を
重
ね
ら
れ
、
先
生
の

そ
の
真
誌
一
?
な
努
力
は
寮
生
の
間
で
長
ら
く
語
り
つ
が
れ
て
お
り
ま
し
た
。
学
部
で
は
、
一
九
七
八
年
(
昭
和
五
三
年
)
一
二
月
か
ら
二
年
間

法
学
部
長
と
し
て
、
特
に
学
部
の
研
究
態
勢
の
充
実
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小
川
晃
一
先
生
は
、
一
九
五
二
年
(
昭
和
二
七
年
)
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
北
海
道
大
学
法
学
部
助
手
を
経
て
、
一
九
五
八
年
(
昭

和
三
三
年
)
四
月
に
法
学
部
助
教
授
に
、
一
九
六
三
年
(
昭
和
三
八
年
)
四
月
に
法
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
小
川
先
生
は
、
三
二

年
間
に
わ
た
り
、
専
門
課
程
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
思
想
史
、
教
養
課
程
の
政
治
学
、
総
合
講
義
「
地
域
研
究
|
|
ア
メ
リ
カ
L

を
担
当
さ
れ

る
と
と
も
に
、
大
学
院
で
は
、
多
面
的
な
問
題
関
心
と
深
い
学
識
を
も
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
思
想
史
お
よ
び
政
治
学
の
優
れ
た
研
究
者
を

養
成
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
小
川
先
生
は
、
教
養
課
程
の
教
育
態
勢
の
整
備
に
も
情
熱
を
傾
け
ら
れ
、
一
九
六
九
年
(
昭
和
四
四
年
)
の

大
学
紛
争
の
際
に
は
、
力
に
よ
ら
な
い
紛
争
の
解
決
の
途
を
探
る
べ
く
尽
力
さ
れ
、
同
年
一
一
月
か
ら
一
ヵ
月
余
の
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た



が
、
教
養
部
長
事
務
取
扱
を
勤
め
ら
れ
、
長
期
間
中
断
さ
れ
て
い
た
授
業
を
再
開
す
る
た
め
の
条
件
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
法
学
部
で
は
、
一
九
七
六
年
(
昭
和
五
一
年
二
二
月
か
ら
二
年
間
学
部
長
に
就
任
さ
れ
、
特
に
、
学
部
改
組
後
の
学
部
運
営
の
ル
ー

ル
づ
く
り
に
ご
苦
労
な
さ
れ
ま
し
た
。

深
瀬
先
生
お
よ
び
小
川
先
生
の
教
育
研
究
活
動
で
共
通
し
て
お
り
ま
す
の
は
、
今
日
の
大
学
改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
、

学
際
的
研
究
と
国
際
交
流
を
早
い
時
期
か
ら
先
頭
に
立
っ
て
推
進
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
学
際
的
研
究
に
つ
い
て
、

深
瀬
先
生
は
、
理
系
の
専
門
家
を
含
め
た
北
海
道
平
和
研
究
会
を
組
織
さ
れ
て
平
和
研
究
を
進
め
ら
れ
、
総
合
講
義
「
平
和
の
学
際
的
研
究
」

は
そ
の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。
小
川
先
生
は
、
文
系
学
部
の
思
想
史
関
係
の
研
究
者
を
集
め
て
思
想
史
研
究
会
を
組
織
し
、
主
宰
し
て
お

り
ま
し
た
し
、
ま
た
、
総
合
講
義
寸
地
域
研
究
|
|
ア
メ
リ
カ
L

の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、
国
際
交
流
に
つ
い
て
、
深

瀬
先
生
は
、
一
九
五
七
年
か
ら
の
最
初
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
第
一
線
の
研
究
者
と
緊
密
な
交
流
を
も
ち
、
一
九
五

0
年
代

か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
な
法
学
雑
誌
に
日
本
憲
法
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
、
文
化
の
輸
出
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
二
九
七
七
|
七

八
年
パ
リ
大
学
大
学
院
で
の
日
本
憲
法
の
講
義
と
そ
の
成
果
の
公
刊
は
、
そ
の
大
き
な
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
深
瀬
先
生
が
一

九
八
一
年
に
ポ
ワ
チ
エ
大
学
か
ら
名
誉
博
士
号
、
一
九
八
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
文
化
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
の
は
、
先
生
の
日

仏
交
流
の
功
績
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
側
の
評
価
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
小
川
先
生
に
あ
り
ま
し
で
も
、
最
初
の
留
学
地
で
あ
る
イ
ギ
リ

ス
と
の
交
流
は
も
と
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
も
、
一
九
八

O
年
よ
り
札
幌
市
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
札
幌
ク

1
ル
セ
ミ
ナ
ー
の
創
立

に
参
加
さ
れ
、
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
国
際
的
な
ア
メ
リ
カ
研
究
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
深
瀬
・
小
川
両
先
生
の

果
さ
れ
た
教
育
研
究
へ
の
大
き
な
貢
献
は
、
法
学
部
の
良
き
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

一
九
九

O
年
(
平
成
二
年
)
三
月

北
海
道
大
学
法
学
部
長

中

村

睦

男


